
Challenge for Innovation

（補足資料）
ＫＤＤＩ研究所における
レコメンデーション技術への取り組み

株式会社KDDI研究所

小野 智弘

2008.9.2@行動計量学会チュートリアル

Challenge for Innovation

推薦システムの基本要素

• 推薦対象のコンテンツ
– 事例１：音楽推薦＝楽曲
– 事例２：ブログ推薦＝記事
– 事例３：クロスメディアレコメンデーション＝商品
– 事例４：シーン別映画推薦＝映画

• 推薦システムの動作
1. 「推薦フロー」：ユーザからの推薦要求を受けたときの処理
2. 「登録フロー」：新規コンテンツ登録時の特徴抽出などの処理
3. 「内部フロー」：推薦システムの内部処理

• 推薦システムの作り方
4. 「開発フロー」：推薦システムやそれらを構成する解析モジュール、特徴量抽出モ
ジュール、分類モデルなどの作り方
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… …MFCC
(メル周波数ケプストラム係数）
ベクトル

VQツリー
(ベクトル量子化ツリー)

カテゴリベクトル

２．コンテンツベースの事例（音楽）
楽曲解析モジュールの開発: TreeQ手法概要

TreeQ(ツリーベクトル量子化）手法のステップ

特徴量（MFCC）の計算

VQツリーの生成

学習用データを
それぞれのジャンルに
分類するための二分木を作成

各Leafが一つのカテゴリ（＝ジャンル）

開発フロー

♪ ♪学習用データとして
様々なジャンルに属する
楽曲群（ジャンル名付き）の
オーディオデータ(wave form)
を準備

♪
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• 潜在クラスの抽出
– 潜在クラスモデル[4]を適用し、分析基、レコメンド基それぞれから潜在クラスを抽出

潜在
クラス

潜在
クラス

潜在
クラス

ログログ

４．履歴ベースの事例
クロスメディアレコメンデーション：潜在クラスの抽出方法

共通ユーザ数

の潜在クラス数レコメンド基データ内

クラス数分析基データ内の潜在

の潜在クラスレコメンド基データ内

クラス分析基データ内の潜在
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に所属する確率が潜在クラス：ユーザ　

基の共通ユーザ：分析基とレコメンド　

）次元：共通ユーザ数分クトル表現（潜在クラスｔの特徴ベ

は次のように表現の潜在クラスとレコメンド基データラス分析基データの潜在ク
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内部フロー
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